
令和５年度（２０２３年度）・令和６年度（２０２４年度） 

幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業に係る市町村実践研究事業 

 

 

 
  

   
 

 公立 私立 計 

幼稚園 6 2 8 

保育所 8 43 51 

認定こども園 0 5 5 

地域型保育事業所 0 3 3 

計 14 53 67 

 

 
上記の現状や課題を踏まえ、「 八代市の一体的な幼児教育推進体制の整備と架け橋期の

教育の充実により、幼児教育の質向上を図ること」を目標として、以下のとおり研究の内
容を設定した。  
【研究の内容】 

１ 幼児教育施設合同研修体制の構築 

２ 幼児教育アドバイザーの委嘱、派遣、活用 

３ 幼保小連携・接続のための架け橋期のカリキュラム作成、実施、検証 

 

 
（１）研究の実際 
  ・本市主催で小学校、幼稚園、保育所、認定こども園等 

による合同研修会を、令和５年度に２回、令和６年度 
に１回開催した。 

  ・主な研修内容としては、幼児教育アドバイザーからの 
講話、幼保小接続に関する協議、架け橋期のカリキュ 
ラム作成についての演習等を実施した。 

（２）研究の成果（本事業に関するアンケート結果から） 
  ○  小学校や幼児教育施設合同の研修は、各学校・園の教育・保育において、効果

的だと思いますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八代市の幼児教育の現状 八代市の幼児教育の課題 

やつしろの子供の育ちと学びをつなぐ 
～一体的な幼児教育推進体制の整備と架け橋期の円滑な接続をめざして～ 

・近隣の園や小学校の取組が見えにくい。 
・情報交換会等の時間の確保が難しい。 
・スタートカリキュラムについて、 

幼・保等と十分に共有すること 
ができていない。  など 

【各学校・園から】 

小学校や幼児教育施設合同の研修会は、

互いの意識や教育・保育の共有ができ、

効果的であると思う。また、先生方と顔

見知りになることで、コミュニケーショ

ンもとれるようになると思う。 

【今後の方向性】 年２回以上の合同研修体制（県主催を含め）を維持していく。 



 

 
（１）研究の実際 
   熊本県幼児教育アドバイザー（スーパーバイザー）を八代市幼児  

教育アドバイザーとして委嘱し、各学校・園へ派遣した。 
＜主な支援の内容＞ 

   ア 保育参観による助言等     イ 園内研修の助言等 
   ウ 幼・保等小中連携・接続支援  エ 保護者会等の支援 等  
（２）研究の成果 
  ○ アドバイザーの派遣・活用は、各学校・園の教育・保育において、効果的だと 

思いますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
（１）研究の実際 
   本市では、以下のとおりカリキュラムの作成を進めた。 

①一つの小学校区をモデル校区として設定した。 
②モデル校区の小学校、幼稚園、保育所等による開発会議 

を計３回開催し、カリキュラム（例）を作成した。 
   ③作成したカリキュラム（例）について、本市主催の 合同 

研修会にて周知するとともに、各学校・園に下の様式（例）を情報提供した。 
（２）研究の成果 
  ○ 架け橋期のカリキュラムの作成 

は、子供の育ちや学びをつなぐ上 

で、効果的だと思いますか。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【各学校・園から】 

・アドバイザーの温かい助言が、保育士

自身の気付きにつながると思う。 

・保護者への講話や園内研修を通して、

現 在 の 園 の 取 組 を 振 り 返 る こ と が で

き、これからの方向性が見えてきた。 

＜問合せ先＞ 八代市教育委員会学校教育課   ℡ 0965-33-6133 

 八代市健康福祉部こども未来課  ℡ 0965-33-8721 

【今後の方向性】 引き続き、熊本県幼児教育アドバイザーの活用を図るとともに、幼児 

教育アドバイザー育成研修受講修了者の活用も検討していく。 

【今後の方向性】 更に活用しやすいカリキュラムとなるよう、工夫改善を図っていく。 


